
 

 

水晶発振子マイクロバランス ( QCM : Quartz Crystal Microbalance ) 法は、

タンパク質－タンパク質間、タンパク質－DNA 間、タンパク質－低分子基質間、

タンパク質－糖鎖間などの生体分子間相互作用の検出装置として、結合の絶対

量と継時変化を同時にナノグラムレベルで追跡できることより、近年注目され

ております。 
 本セミナーでは、QCM バイオセンサー AFFINIX Q シリーズを用いた生体

分子間相互作用の解析例をご紹介します。 
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